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Details
 

オーダーメイド印刷ビニール製ウォールステッカーは、お客様のアートワークをフルカラーで印刷し、形状にカットして室内壁に施工する粘着フィルムです。壁に確実に貼るには、粘着剤と
塗装、ファイル解像度と視認距離、パネル割りと施工チームのつを適合させる必要があります。素材、パネル寸法、最小発注数量、リードタイムは見積もりと校正で確定します。

オーダーメイドのウォールステッカーは、誰がどの壁向けに注文するのか？ ↑
市場規模は予算の基準ではなく、方向性として読むべきです。 PW Consulting[2] は、2025年のウォールステッカー市場を約$650百万ドル、住宅用途を74.8%、ビ
ニールを59.8%としています。 MarketIntelo[3] は$3.2年の市場規模を2025十億ドルと推定し、オンラインチャネルを約54.3%、カスタムデザインは標準デザイ
ンより35–45%高いプレミアムがあるとしています。2つのレポートは市場の定義が異なり、総額には約5倍の開きがあります。ただし、住宅用途が主導し、ビニールが優勢という方向
性は共通しています。

主な注文者はつの購入者グループです。親は、子どもの成長に合わせて変えられる子ども部屋用の名前、テーマ、成長チャートを求めます。 Custom Sticker Shop[4] は、離
れた場所から読むと装飾的な筆記体がぼやけるため、フォントより先に部屋を決めるよう勧めています。賃借人は、保証金を失わずに剥がせるグラフィックを求めます。オフィス、小売店、
ジム、学校には、清掃に耐え、開業日に間に合うロゴウォール、バリューステートメント、案内表示が必要です。顧客のために注文するデザイナーは、入稿データ、校正回数、期限を管理し



ます。最終顧客に説明できる仕様が必要です。

ウォールステッカーが剥がれる、しわになる、または仕様違いで届くのはなぜか？ ↑
特に低VOC塗料の場合は、印刷品質だけでなく壁面への接着性も確認してください。3Mの壁面ガイド 「取扱通知 5.37」[6]によると、壁面は種類によって大きく異なるため、
「低VOC塗料を含む」場合も含め、3Mは貼付したグラフィックの接着性、外観、耐久性、剥離性のいずれについても保証しないとしています。

量産前に壁面との適合性をテストしてください。大判デカールを折り目が付かないようにどのように梱包するかを確認し、校正刷りでパネルの位置合わせを確認したうえで、テスト貼付の際
に文字が転写テープから剥がれるかをチェックしてください。

これらの不具合は予測可能なため、仕様の段階で防ぐことができます。量産前に、塗装仕上げと塗装日、粘着剤のクラス、パネル分割、ファイル解像度、梱包方法を校正刷りに明記してくだ
さい。ご注文については、書面の見積書と校正刷りで、MOQ、リードタイム、最大パネル幅、定格フィルム寿命を確認してください。このページの内容は、これらの書面による条件に代
わるものではありません。
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オーダーメイド印刷ビニール製ウォールステッカーとは？ ↑
オーダーメイド印刷ビニール製ウォールステッカーは感圧性フィルムです。お客様のアートワークをフルカラー印刷し、形状にカットして室内壁に施工します。次のつの選択で仕様が決まり
ます。



表面フィルムは、平滑な室内壁で一般的なカレンダー加工ビニール、またはキャストビニールです。キャストビニールはより薄く、不均一な面への追従性が高く、屋外でより長持ちします。
カットには種類あります。ダイカットはフィルムとライナーの両方を抜き、独立した形状にします。キスカットはフィルムだけをカットし、形状を台紙に残します。カッティングビニール文
字は、印刷背景のない単色フィルムからプロットします。粘着剤は再剥離、再位置決め、恒久タイプがあります。 Riot Color[11] は、圧力と時間によって接着力が増すため、「再位
置決め可能は再利用可能を意味しない」と指摘しています。

厚さはmilで表記され、この単位は誤解されがちです。1 milは0.001インチなので、3 milのフィルムは約0.076 mmであり、3 mmではありません。
Decals.comの厚さガイド[12] も、厚いフィルムが自動的により耐久性が高いわけではないとしています。mil値より、ビニールの種類、ラミネート、粘着剤の品質の方が重要です。

規定寿命は、特定の条件下における特定フィルムに適用されます。Avery Dennisonの MPI 2600 データシート[13] （2025年12月改訂）では、対応するオーバーラ
ミネートと組み合わせた印刷用壁面フィルムの室内寿命を最長3年としています。 GF 226 WallMark データシート[14] には、室内耐久性5年、きれいに剥がせる期間1
年、ASTM E84 Class Aの難燃等級ASTM E84が記載されています。小売業者はより広い範囲を提示しています。ある Decals.comの素材ページ[15] は、標準タッ
クを3–5年、エクストリームタックを最長7–10年と見積もっています。特定のフィルム名と試験条件に結び付いていない寿命表記は、マーケティングとして扱ってください。

剥がれないステッカーの寸法決定、下地処理、校正、施工はどう行うか？ ↑

手順1：視認距離に合わせて寸法を決める

フォントを選ぶ前に壁を測定し、視認距離を決めてください。 Hyper Creative[16] は、壁のテクスチャ、照明、人が立つ距離を考慮した、大胆でシンプルかつ高コントラストな
デザインを推奨しています。主役となるデザインには、 JiffDiff[17] は、床から57–60インチ上を中心にし、着席エリアでは2–6インチ低くし、6–8フィート離れた場所からテー
プ留めしたモックアップを確認するよう勧めています。レイアウトが避けられるよう、注文時にドア枠、コンセント、巾木を記載してください。

大型品はパネルで印刷し、素材幅によってパネルの分割位置が決まります。 Printleaf[18]は、たとえば最大幅を52インチとし、それより広い案件は0.4インチ重ねて分割していま
す。ご注文では、パネル幅、重ね幅、見当マークを校正に記載する必要があります。2人の施工者が必要なほど幅広いパネルは、承認前に明示してください。

手順2：粘着剤を下地に合わせる

塗装は完全に硬化しており、その仕上げがビニールに適していなければなりません。 Wall Decal Worldの塗装ガイド[19] は、小型ダイカット品は塗装後3–4週間待ってから、
ウォールラップは丸30日待ってから施工することを推奨しています。最適な仕上げはエッグシェルとサテンです。つや消しと光沢仕上げは信頼性が低くなります。

壁面の状態 接着リスク 推奨対応



硬化済みで平滑なエッグシェルまたはサテンのラテックス塗装 低 標準の再剥離粘着剤を使用し、テストパッチを行う
つや消し、低VOC、または耐洗浄性塗料 高 まず試験し、高タックフィルムと剥がしにくさを検討する
塗装から30日未満 高 施工を延期する。硬化中の塗料が放出するガスが気泡を生む
オレンジピールまたはノックダウンのテクスチャ 中 布地メディアまたは強めの圧着を使用する。仕上がりの平滑性は下がる
スタッコ、しっくい、むき出しのコンクリートブロック、レンガ 非常に高い 貼って剥がせるステッカーには推奨しない

テストパッチは費用がわずかで、表に挙げた不具合のほとんどを防ぎます。 「Arlonヒント 39」[20] は、サンプルを貼り付けて24時間後に端部の浮きを確認し、そのうえで剥がし
て塗装がきれいに離れるかを確認することを推奨しています。商業施工の場合は、3Mの 「滑らかな壁面チェックリスト」[21] では、MCS保証の対象となるための接着しきい値
を1,000 g（15分につき）と定めています。凹凸のある壁面については、 Wallhogs[22] は、Photo-Tex EXS生地の適用を中程度の凹凸までに限定し、プラスター、
スタッコ、シンダーブロックは対象外としています。ご注文の場合、粘着剤のクラスは、壁面の写真とテスト結果をお送りいただいた後に決定されます。

手順3：アートワークを入稿前確認する

アートワークの種類 推奨形式 確認するルール 防止する不具合
ロゴ、文字、線画 AI、EPS、SVG、ベクターPDF フォントをアウトライン化する フォント置換、曲線のギザギザ
写真、イラスト 高解像度PNG、JPG、またはPDF 印刷原寸で最低150 dpi、近距離で見る場合は300 dpi 納品時の画素化
全面裁ち落としパネル 塗り足し付きPDF 少なくとも1/8 in（約3 mm）の塗り足し カット後の白い縁
ダイカット形状 専用レイヤー上のベクターカット線 カットパスと向きが校正と一致する 反転または欠けたカット

つの解像度数値は異なるサプライヤーによるものです。 Decals.comの商品ページ[23] は、印刷原寸で150 dpi以上のラスター画像を受け付け、フォントのアウトライン化と画
像の埋め込みを求めています。 Wall Decal WorldのFAQ[24] は300 dpiを求めています。腕の届く距離で見るものには300 dpiを使用してください。その密度で
は、48インチの写真パネルに横方向で約14,400ピクセルが必要です。 Printleafのミス一覧[25] は、およそ1/8インチの塗り足しを求めています。また、粘着ビニール、再剥
離ビニール、透明フィルム、静電吸着フィルムは相互に代用できないと警告しています。



手順4：正しく施工・剥離する

壁をイソプロピルアルコールで清掃し、完全に乾かしてください。 Decals.comの接着ガイド[26] では、約50°F未満での施工を不具合の原因とし、65–90°Fを推奨してい
ます。ステッカーを位置決めし、中心から外へスキージーをかけ、文字が壁に残るよう転写テープを自分側へ約180度で剥がしてください。再剥離ステッカーの上から塗装したり、シール
処理したりしないでください。 4OVER4[27] は、シール処理により分で済む剥離がスクレーパーを使う時間作業になると警告しています。剥がす際は、ヘアドライヤーで温め、低い角
度でゆっくりと自分側へ引いてください。

校正承認から納品までに何を行うべきか？ ↑
生産時間は注文ごとに見積もられるため、単一の数値ではなく全工程をサプライヤーに確認してください。一般的なデジタル生産は次の工程を経ます。

入稿データ準備と校正1.
印刷2.
乾燥3.
ラミネート4.
カットとカス取り5.
転写テープ貼り6.
梱包7.

溶剤系インクは、ラミネート加工の前にガスの放出を完了させる必要があります。 Jessup[28] は、この工程を急ぐと気泡やべたつく粘着剤の原因になると注意喚起しています。そのた
め、当日仕上げを約束する場合は溶剤系インクを除外してください。リードタイムは書面の見積書でご確認ください。リードタイムは、サイズ、数量、素材、校正の回数によって変わります。



納品物はウェブサイトのモックアップではなく、承認済み校正と照合してください。製造不良を壁面との適合性問題と誤認しないよう、施工前に不具合を撮影してください。到着時には次の
点を確認します。

すべての形状が完全にカットされ、破れた縁や欠けた上端がない。
隣接パネル間で重ね合わせマークが一致している。
すべてのパネルが同一の印刷ロットで、室内照明下でも色が一致している。
テスト面で文字がライナーから持ち上がり、テープから剥がれる。
しわ、へこみ、つぶれた筒の端部がない。

梱包方法で大型ステッカーが平らに届くかどうかが決まります。大型品は折りたたみではなく硬質チューブに巻いて発送するよう依頼し、見積もりで梱包方法を確認してください。再注文で



は、承認済み校正、フィルムとラミネートの名称、パネルレイアウトを保存し、交換品や拠点目が初回ロットと一致するようにしてください。再印刷の色合わせは新しい校正で確認します。

壁面と納期に適した素材・粘着剤はどれか？ ↑

選択肢 最適な用途 規定寿命（サプライヤーの主張） 主なトレードオフ

標準タックの再剥離カレンダー加工ビニール 平滑な塗装面の賃貸物件、子ども部屋、オフィ
ス用見積もり 室内で3–5年 低VOC塗料およびテクスチャ壁には弱い

エクストリームタックまたは高タックビニール 低VOC塗料、軽いテクスチャ、ジム 最長7–10年と主張 再位置決めしにくく、塗装を引き剥がすリスクが高い
UVラミネート付きキャストビニール 曲面、長期用途、または屋外サイン 屋外で約8年まで 短期の室内用途には不要な高コスト
カッティングビニール文字 受付ロゴ、単色文字 3–5年以上 写真やグラデーションは不可
布地メディア（Photo-Texタイプ） 写真壁画、中程度のテクスチャ サプライヤーにより異なる 継ぎ目が見える。極端なテクスチャは依然として対象外
塗装用ステンシルまたは手描き フィルムを使わない恒久的な外観 再塗装するまで持続 変更には再塗装が必要で、賃貸物件には不向き

この表の寿命は、良好な条件下でのサプライヤーの主張として読んでください。室内評価は前述のDecals.com素材ページに基づきます[15]。同社の 屋外退色ガイド[30] では、ラミ
ネート済みカレンダー加工ビニールの屋外寿命を3–5年、高性能キャストビニールを最長8としています。同じサイトでもページによりエクストリームタックの室内寿命が異なるため、見
積もりで使用するフィルム名を確認してください。販促用の再剥離粘着剤はさらに別製品です。 eSigns[31] はその寿命を数週間から数か月とする一方、室内用の再剥離壁面フィルムは
年単位で評価されます。原則として、年以内に変更する壁には再剥離フィルムを選び、高タックフィルムはテストパッチで通常フィルムが保持できないと確認できた場合にのみ選んでくださ
い。

最初に確認すべき安全性・法令適合性の質問は？ ↑
米国には、オーダーメイドのウォールステッカーを製品カテゴリとして対象にする連邦規格や、必須寿命を定める規格はありません。適用されるルールは、製品の対象者と販売場所によって
異なります。

用途 規則 要件
12歳以下の子ども向けに設計または販売される製品 CPSIA総鉛、16 CFR 1252.1 100 ppm以下。第三者試験で検証
子ども用玩具および育児用品 CPSIA §108 フタル酸エステル DEHP、DBP、BBPは0.1%以下
子ども向け製品の表面コーティング 16 CFR Part 1303 鉛は90 ppm以下



指定化学物質を含みカリフォルニア州で販売される製品 Proposition 65（1986） セーフハーバー暴露水準を超える場合は警告が必要

鉛およびフタル酸エステルの制限値の根拠は、 eCFR 16 CFR 1252.1[32]にあります。90 ppmのコーティング制限値は、「 CPSC guidance[33]. 」に定
められています。「SEMAのProp 65解説[34] 」は、DEHPがPVCを軟化させると指摘しています。警告表示が必要かどうかは、製品にPVCが含まれるという事実だけでな
く、測定された暴露量によって決まります。学校、オフィス、小売店の通路では、対象フィルムについて燃焼性報告書を請求してください。GF 226は、ASTM E84 Class A
を挙げていますが、その評価は当該フィルムに対するものであり、ビニル全般に当てはまるものではありません。低排出をうたう場合は、 UL 2818 / GREENGUARD[35]

の認証が必要です。この製品については認証を主張していません。ご注文に必要な適合書類は、製造前に確認してください。

購入者向け要点 ↑
市場規模の推定には約倍の開きがある — $650百万ドル（出典）対$3.2十億ドル（2025年、出典)
塗装を硬化させることが、不具合を防ぐ最も安価な方法 — 小型ステッカーは3–4週間、ウォールラップは30日（出典)
商業用途の接着には測定可能な基準がある — 1,000 g／15分で3M MCSの認定基準（出典)
最終印刷サイズで解像度を確認する — 最低150 dpi、近距離視認には300 dpi（出典)
子ども向け製品には連邦鉛規制が適用される — 子ども向け製品の総鉛は100 ppm（出典)

壁面に合わせたステッカー仕様を決めますか？ ↑
正しく見え、きちんと貼り付くデカールは、デザインだけでなく壁面に関する情報から始まります。粘着剤は塗装仕上げと硬化日に合わせて選んでください。文字の大きさは、読む人の距離
に合わせて決めてください。入稿データは実寸で事前チェックし、パネルは重ね代を明示して分割し、大判は巻いた状態で出荷してください。ご注文の見積もりは、素材、粘着剤、パネル配
置、MOQ、リードタイムを前提としますが、それらはこのページから推測するのではなく、書面の見積書と校正刷りで確認されます。 校正刷りと書面の見積もりをご依頼いただくには、
壁面の写真、塗装仕上げと塗装日、寸法、デザインデータをお送りください。

[2]PW Consulting：ウォールステッカー市場規模とセグメント構成比、2026年更新。 ↩

[3]MarketIntelo：世界のウォールステッカー市場推定およびチャネル構成比。 ↩

[4]Custom Sticker Shop：ネームステッカーのフォントおよび部屋計画ガイド。 ↩

[6]3M Instruction Bulletin 5.37：壁面施工ガイドと保証制限。 ↩

[11]Riot Color：恒久、再剥離、再位置決め可能な壁面ビニール粘着剤。 ↩

[12]Decals.comの厚さガイド：milの定義と、厚さだけでは耐久性を予測できない理由。 ↩

[13]Avery MPI 2600：壁面フィルムのデータシート、2025年12月改訂。 ↩

[14]GF 226 WallMark：室内耐久性、剥離可能期間、ASTM E84評価。 ↩

[15]Decals.comの素材ページ：標準タックおよびエクストリームタックの寿命推定。 ↩

[16]Hyper Creative：コントラスト、テクスチャ、照明、視認距離のデザインのヒント。 ↩

[17]JiffDiff：ステッカーの高さと焦点レイアウトのガイド。 ↩

[18]Printleaf：素材の最大幅とパネル重ね幅のルール。 ↩

[19]Wall Decal Worldの塗装ガイド：塗装の硬化時間と推奨仕上げ。 ↩

[20]Arlon Tip 39：壁面適合性テスト手順。 ↩

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1252/section-1252.1
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Lead/Lead-in-Paint
https://www.ul.com/services/ul-greenguard-certification
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1252/section-1252.1


[21]3M チェックリスト：MCS保証向けの平滑壁接着基準。 ↩

[22]Wallhogs：テクスチャ壁向け素材の制限と除外。 ↩

[23]Decals.comの商品ページ：受け付け可能なファイル形式と150 dpiルール。 ↩

[24]Wall Decal WorldのFAQ：ベクター推奨と300 dpiラスター要件。 ↩

[25]Printleafのミス一覧：塗り足し寸法と素材代用に関する警告。 ↩

[26]Decals.comの接着ガイド：施工温度範囲と清掃アドバイス。 ↩

[27]4OVER4：再剥離ステッカーの仕組みとシール処理を避ける理由。 ↩

[28]Jessup：溶剤インクのガス放出とフィルム選定ガイド。 ↩

[30]Decals.comの退色ガイド：カレンダー加工ビニールとキャストビニールの屋外色寿命。 ↩

[31]eSigns：恒久ビニールと再剥離ビニールの想定寿命。 ↩

[32]eCFR 16 CFR 1252.1：子ども向け製品の鉛およびフタル酸エステル制限。 ↩

[33]CPSC：塗料および表面コーティングの鉛制限。 ↩

[34]SEMA：Proposition 65の警告の基本とDEHPの文脈。 ↩

[35]UL GREENGUARD：UL 2818化学物質放散認証の概要。 ↩

Product Option


